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     大型犬や超大型犬の仔犬への給餌量が多すぎると、望ましくない骨の急速
な発達を招きます。過剰なカロリーにより体重が過剰に増え、未成熟な発
達中の骨格にさらなるストレスを加えることになりかねません。 

     成長期用の食餌（仔犬のフード）は、仔犬の成長が止まるまで与え続ける必
要があります。大型犬や超大型犬の場合、それまで最長 18～24 ヵ月かかり
ます。大型犬や超大型犬向けに特別に調製された成長期用の食餌はエネ
ルギー密度が低いため、給餌量が過剰になる可能性を低下させる効果があ
ります。

     仔犬への給餌でやせ型体型の健康体重を維持するように心がけることは、
寿命を延ばし、慢性疾患（股関節形成不全や変形性関節症など）の徴候が
現れるのを遅らせる効果があります。 

成犬のサイズは遺伝によって
決まります。そのため、成長
速度をより遅く、より制御して
も、最終的な成犬のサイズに
は影響がありません。

ご存じでしたか？
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大型犬の仔犬：急
速な成長は最適
な成長ではない

大型犬や超大型犬の成長速度は、小型犬よりも速い
ものです。急速に成長すると、骨密度が低下し、発達
中の骨や関節にストレスがかかり、その結果不可逆的
な骨格形成異常が生じるため、成長の速度をコントロ
ールすることが重要です。

仔犬

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。
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